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now－Nasaユitygraphによる秋田
方奮の謡申閉鎖音の有声化と：前
鼻音化にっいての音声学的特徴

乾　秀行

1．はじめ岳ご

　方書研究は通鵠調査したい謡繋をインフ矛一マントに書ってもらい、それを調査者が

聴き取り、音声表記するという作業で進められる。その場合、調査者は注意深く聴くこ’

とにより、方喬話者も意識していない微妙な音声的差異を見逃さず記述するように努め

ている。その記述の方法はアメリカ構造言謡学の手法による譜頭、語中、語末の位置で

の最小対立を見つけ、音棄の認定、それらの組み合わせの規買1jおよび音鯛体系の提示で

ある。しかし日本語の場合通常拍単位で音韻解釈をしていることに注目すべきである。

すなわちある子音の謡中の位置というのは、前の曹節の母音1または前の音節が特殊晋

節の場合にはその音素）と当該音節の母音に挟まれた子音と1いうことである。つまりそ

の位置で子音が交替する場合、従来の主観的方法論からはそのような子斎は一音索に解

釈されることが多いことになる。

　ところで近年音声機器が発達したこ＝とにより、今までとは違ったアプローチができる

ようになった。その一っが今回使うF1o碑一蝸saユitygraphである。この音声機器は口腔と

鼻腔からの呼気流嚢を測定できる。っまり、調査者の優れた聴覚判断に任されていた音

声記述の一部を客観的に数憎化したり、また視覚的に捉えることができるのである。そ

こで本研究は東北方書に一般に認められる語中の前鼻畜化音の鼻腔からの呼気流量に焦

点を当てて、この音の音声学的特徴を考察することにする。

2．先行研究
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　東北方書には一般に有声母音聞でカ行・タ行予音が有声化し、ガ行・ザ行・ダ行・バ

行予音が前鼻晋化する現象がある。例えぱ共適語で糸、井戸がそれぞれはtol、［iωで

あるのに対して、東北方言ではそれぞれli州、は帥となる。こ：の現象を子音俸系の中

でどのように位置づけるのが適当かについては古くから議諭されて慧た。井上（1968）に

よれぱ2っの解釈があった。

井上（1968）

これにっいて今迄二っの音願論的解釈があった。一っは標準謡との対応のま豪・謡

頭の工Hと謡中のN■を音索／t／、謡頭の吐1と謡中の1“d－1を音素／d／の実現と1見

る（晦一】以下も同橡）やり方である日もう一っは分布と音声的類似をもと1に、謡顕

の1t－1と鰯に現われる語中のH一〕を音講／t／、語頭のld－1と語中のトd■を音索／d／、

謡申のみに現われる1一～Hを音素／d／の実現と：昆る（［ts－1以下も同様）やり方であ

る。（81）

　これを謡頭と藩中で分けて共適語と比較してみると1次のようになる。なお（）内は実際

の曹声である。

共通謡 東北方雷解釈1 東北方奮解釈2

語顕　　／t／（［t】）一／d／（刷）　1t／（圧t］ジ／d／（［dl）　　／t／（旧）一／d／（1引）

謡中　　／t／（〔幻）一／δ1（［d］）　／t／（刷）一／d／（閉）　　／t／（旧）一／d／（〔d］）一／砂（胴〕）

　しかし解釈五は同じ音声が位置ほよって別の音素になってしまい、また説明しきれな

い多くの謡形があるといった閥題点があるために、現在解釈2が一般的であるといえる。

この解釈2は母音の無声化に伴う謡中の位置での3項対立によって支持されている。例

えぱ辞上（1980：281）によれぱ岩手県雫石方蓄には以下のような3項対立が観察される臼

［s蝋a］下，為た／suta／

［s幽da〕敷いた／suda／
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〔s曲回dareja回蝸呵η1コしだれ柳／舳a＆一／　　　（281）

　ところで類型輸的観点でみた場合、前鼻音化音（有声）／Vと有声閉鎖音／d／が対立す

るような音韻体系は存在しない。仮にそのような前鼻音化曹が存在するならぱ、それは

鼻音十奮声閉鎖音と1して解釈されなけれぱならない（乾：1992）芭とすると東北方喬に一

般に考えられている子音体系は類型論的には存在しないことになる。では間題の前鼻音

化音を鼻音十有声閉鎖音と1解釈できるであろうか。それを考える前に東北方言が一般に

拍の意識が弱いことを指摘しておかなければならない。っまり東北方喬が一般にシラピ

ーム方蕃であり、特殊音棄が独立の一音素として書忍められないという事実である。

金田一審彦（195毎）

日本の方言は、音節構造から見て、東京・京都式の音節構造をもっ方書、即ち「ン」

「ツ」「一」などが独立の一書節と1認められる方雷、と然らざるものとに二大分す

ることができるかもしれない。（95）

柴田武（工958）

東北方蓄の長母音やはねる音、っまる音は発達していないといわれる。歴史的には

ともかく、甥糞には、それがきわめて短かく、弱い。外来者には聞きのがされるく

らい荏。しかし、その話し手は、これは長い、これはつまる、とはっきり区別でき

る。だから、長母曹、っまる音、はねる曹はある。（4臭）

城生帽太郎（1977）

一方、緒方蓄を対比すると「臼本」などを．二単位以上に綱かく分析できない地域の

あることが金囮一…春彦（…九五四）によって発見された。これらの地域は東北北部、

石川県を中心とした北陸、、出雲地方、富鮪（一部）、鹿児島（1徳之島）、および沖

縄（与那国島）等にみられるが、柴囲武（一九六二など）はさらに発展させ、地理

的分布から見てこれを東京などに見られるモーラがいまだに切り山されない古い段

階にあるものと1解釈し、前者を「モーラ方言」、後者を「シうビーム方菖」と名f寸

けて方言学に貢献した。（115）
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　っまり、東北方言の携音（鼻音）の長さが共通謡に比べて短いということである。こ

の報告を念頭に入れるならば、東北方蓄の諦印に現れる前轟音化音を子音運統（鼻音ヰ

有声閉鎖音）と解釈できるかどうかト分検討するに櫨するものといえよう。謡申の位置

で確かに無声閉鎖音、有声閉鎖音、前鼻音化音の3項対立はあるけれども、その鑑後の

前鼻音化音は鼻音十有声閉鎖音の子音連続として解釈できるかもしれないと：いうことで

ある。そこで今固はH⑪昨国a鋼1ityを使って謡中の位置での有声閉鎖音、前鼻音化音、さ

らに鼻音寺有声闘鐘音の3項対立の最小対立謡嚢を渕定する。

3．棄験方法

3．五．予備実験と本実験

　本研究は東北方奮の閲麗の箇所の湖定に先立ち、東北方言以外のそのような対立を持

たない方雷で予鰭実験を行なった。これは呼気流嚢に関しての一搬的生理甥象と東北方

言の特徴的現象を冤分けるためのものである。

3．2．分析機轟

　音声鶴器を用いた研究は、サウンドスペクトログラフなどの音響面からのアプローチ

が申心である。一方生鯉面からアプローチに関してはあまり報告例がない。さらに本研

究の目的を考えた鶴合、生理面からのアプローチが最適であると考える。そこで本研究

ではH0炉蝸鰍工ity9蝸phを用いる。この装置はリオン社製で口膣と鼻腔からの呼気流量

を測定できる音声機器である。図は輿ん中の線が0で、上測が口膣からの呼気流量を、

下側が鼻睦からの呼気流盤を表していて、それらはともに最大1，000図1／s漢で測定

できる。垣し直接発謡した音声データのみである。

3．3。インフ翁脚マント

　被駿者は言謡形成鶏を秋囲県天王町で過ごした28歳（平成4年3月甥在）の男牲で

ある。

3．堪。謡嚢リスト
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　語簗は調曹レベルで歯音の位置で最小対立をする語彙、すなわち共通語で／t／－／d／－／n

d／、東北方蓄で／d／－／nd／一／舳／の対立をする語彙を選んだ。以下がその語簸リストである。

（1）糸、井戸、インド

（2）干支、江戸、エンド（碗豆）

（3）歌、宇田、生んだ

（雀）議、札、踏んだ

（5）旗、肌、ハンダ

（6）果て、派手、ハンデ（頗台）

（7）里、佐渡、三度

（8）舌、羊歯、死ん荏

（9）多々、唯、単打

（10）蔦、津田、積んだ

（11）遁渡、角、感度

（ユ2）なた、灘、なんだ

　なお案験する場合、音声機轟の性質上、インフォーマントに一定時間内に直接発音し

てもらうので謡彙の違いを文字レベルで示す必要がある。そのためインフ渚一マントが

故憲に語彙の遼いを誇張する可能牲カ｛ないわけではない。それをチェヅクするために、

実験に先立ち最初に調萱語嚢とは全く関係のない語彙の中に調査語嚢を散りぱめた語繋

リストを用意し、インフ球一マントに発音してもらい、デジタル・オーディオ・テープ

レ；コーダーに収録した。そして本実験はその発音と比較することにより、自然な発謡に

近い状態になるように侮度も発音をお願いした。

　具体的な方法としては、分析1時閥を4秒として、最小対立の語彙を3っ頗番にその時

閥内に発音してもらった。これは各謡彙の閲題簡所の呼気流量を福対的に捉えることが

この研究にとって必要かっ絶対桑件であるためである。なおこの機籍は最大ピーク櫨を

渕定で拳るけれども、今圃は紙面の都合もあり、図を見やすくするという点を考慮して

鰯々の語彙の審観的数櫨は明示しないことにした。っ豪りこの研究の場合、鼻睦からの

呼気流量が瞬間的にどのような憎をとるのかと＝いうよりも、鼻睦から息漏れがあるかど

うか、漢た相対的な餓合としてどの程度検出されるのかが大切であるからである。

4。鰭巣

4．1。予傭棄験の繕果

　漢ずno炉胴鯛1ity9胴phによって東北方言以外の間題となっている対立のシフトを持
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たない方書で同一謡繋（有声音と鼻音キ有声音）を調べてみた濁合、つぎのよ’うな音声

現象が観察され亮。

なお対立謡彙が2っなので分析時間は2秒にした。

a．撮音の後ろの萄声閉鎖音（／桐胴a／の／d／）は通常の膏声閉鎖音（／ta加／の／d／）に比

べて口膣からの呼気流量が少ない。これは図4－1－1，2，3などより観察される。

／t曇細1－／施胴塾／（図毎一1刈）

ハa舶／一／h洲蝸／（図4一ト2）

／sid屋！一／s洲細／（図雀一ト3）

b．第一音節に鼻音がある場合には、間題の場所での鼻膣からの呼気流量の測定が不明

瞭になる。これは図毎一1一堪より観察される。

／胴da／－1n鼠胴a／（図4一ト4）

c．第一音節の母音が／a／の鰯合には第一音節の子音部分に（特に摩綴晋の場合に）

鼻魑からの呼気流量が生じる。これは図如1－2，5，6などより観察されるけれども、図喜‘1

凹1，3などには観察されない。

鼻魑からの呼気流量が観察される例

／h鮒曇／－／h洲幽／（図裏一亘一2）

／胴do／－／s釧曲／（図壌■王05）

／k舳o／－／k洲伽／（図4－1－6）

鼻膣からの呼気涜蟹は観察されない例

／t凄da／一／桐胴a／（図毎一1一工）

／si肋／一／s洲da／（図4一ト3）

　凄ずaは語嚢全体の中で呼気流量が相対的に決定されているこ＝とを示している。つ豪

り呼気流量の絶対的数傾によって閉鎖子音（この場合／d／）が特徴づけられるのではなく、

他の音索との福対的関係によって呼気涜量が決定されるこ1とがわかる。なお同穣の緒果

は乾（豆991）に招いても子音と母音の相関関係にっいて報告されている。さらにbは鼻音

音繁が同一語嚢内にある場合、間題箇所での測定が不可能になることを示している。こ
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れは一種の鼻音化現象であり、鼻曹音素が他の音節にまで影響を与えている。この現象

は蓄謡によって右方向に向かうか左方向に向かうか決まっているようである。しかし、

これはあくまで語の弁別には影響しない余剰特徴であり、ここでは深く言及しないこと

にする。最後にCは普通音索レペルで鼻音に関係しない子音・母音が鼻膣からの呼気流

量に影響を与えている現象である。これがどういう理由によるものか現段階ではよくわ

からない。しかし東北方書の語彙リストにおける閥題箇所での鼻腔からの呼気流量を調

べる場合、この点を十分考慮すべきであろう。

4．2．本爽験の繕果

　4．1．で観察された傾向を念頭に入れて秋田方言の謡彙について調べてみると：、次

のことが観察される。

a．無声閉鎖曹、有声閾鎖音、鼻音（擦音）十有声閉鎖音の順に鼻腔からの呼気流量が

増大するΦとりわけ2番目の請鍵の間題箇所において鼻腔からの呼気流量が観察きれる

のはこの方書の音声学的特徴である。これは図毫一2－1，2，3，垂，5，6などにより観察される。

／i釦／－／i肋卜／i胴o／（図雀一2一工）

／e曲／一／婁肋／－／8鮒o／（図毎一ト2）

／u幽／一／u晦／－／洲狛／（図紅2－3）

／fu細／一1f蝸登／－／董u胴a／（図紅2一曇）

／s蝸た／si舳／－／s欄a／（図㍑哨）

／tsu桐／一／鮎蝸＆／－／ts洲a亀／（図毎。ト6）

b．第一音節に算音がある場合には、間題の場所での鼻腔からの呼気流量’の測定が不明

駿になる。これは図毎一2一？より観察される。

／胴舶／－1胴晦／－／胴胴a／（図4－2－7）

c．第一音節の母音が／a／の場合には1のような関係が不明瞭になる。さらに第一音節の

子音が摩擦音の場合にはいっそう不明瞭になる。これは図4－2－8，9，10などにより観察さ

れる。

1s鮒o／一／s出o／－／舳附o／（図4－2－8）
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／h＆d盈／－／ha脆／一／ha胴a／（図毎一2－9）

ハ鮒8／－／ha賄！一ハ登舳s／（図鷹一2一工0）

d．第1音節に／t／の音がある場合には鼻膣への呼気流量が抑えられる。一方／k／の音が

ある鰯合には逆に鼻腔への1呼気流量が顕警になる。これは図毎一2－1王，工2より観察される。

／施細／一／ta晦／一／t洲da1（図毎一2一工1）

／史舳o／－／k蝸⑪／一／虻洲do／（図雀一2一工2）

5。考察

　aは調音時のネイティヴの意識に合致するものであり、前鼻音化音の一一音素解釈を支

持する繕果であろう。しかし予傭実験で鼻腔からの呼気流量が不明瞭になる語簸に関し

ては秋田方書においてもやはり観察される。まずbは第一音節に鼻音がある場合である。

とりわけ／n愚抵／と／胴舳盈／の有意蓬は呼気流量彪けからでは確認できない。またcは第一

音節の母音の健質によって轟膣からの呼気流量が影響される現象である。この鰯合仮に

有意塞を捜すと：したら、3項対立の後者二っの語彙に関してみると、前鼻音化音の方は

瞬閥的に鼻膣からの1呼気流量が検出され、逆に擦音キ有声閉鎖音の方は鼻膣からの呼気

流量が持続するのが特徴である。っ豪り、前鼻音化音と擦音十有声閉鎖音を弁別してい

る要因は生理的には鼻膣からの呼気流璽の瞬間性か持統性かて’ある。この生理的特徴が

ネイティヴの調音意識や聴覚印象を反映しているとするならぱ、生理的弁別特徴として

は［瞬閥僅］と〔持統性］を立てることがてきるかもしれない。しかし弁別特徴は生理

面だけでなく聰覚面からも立てるぺきてあろう。最後にdは第一一音節の子音の性質によ

っても鼻腔からの口乎気流量が影響される蜆象である。これは理：音／a／が／i／よりも鼻燵1か

らの息漏れが生じたように、子富／k／が／t／よりも鼻腔から息が漏れやすいことを示して

いる。これはJakobson流の音響面からの弁別特徴［acutel［gravelを連想させる現象であ

り、調音位置に関わる要因が考えられる。

　以上から3項対立が必ずしも鼻腔からの呼気流量の相対的な差によって保証されてい

ないこ＝とがわかった。っまり、ある種の条件のもとでは轟腔からの呼気流壁が奔別的に

作用していないことがわかった。
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　ところで語彙リストに関して一書蓄わせてもらえぱ、この3つが語彙において対立す

る例はあまりない。っまり、最小対立をする謡彙のうち、対立する最後の擦音十萄声閉

鎖音を含んだ謡彙は漢語、外来藷、あるいは動詞十タの擬音便化する語嚢に畷られるよ

うである。このことは前者2っの籍嚢の対立が語中の位置でシフトした時期に、有声音

がその前に鼻音を挿入することによって、綴曹令鼻音との語彙衝突がほとんど生じなか

ったことを示しているともいえるo

　と：ころで今固の実験惹けでは前鼻誓化音を鼻音十有声閉鎖音として解釈で慧るかどう

かについて決定で慧なかっ淀。き引二知のインフ涛四マントを使って生趨面からの実験

を行なう必要がある④濠淀今後別の方法によってもさらに検証する必要があるであろう。

6。麗蟹

　近隼L轟幽肺鯛d（蝸89）などによって弁別特徴の全面的改訂が擾唱されるに至ってい肴。

そのような状況のもとでは今後生理、聴覚両繭からのアプローチが必要であろう。した

がって今固は生理面からアプ回一チをしてみた。それによるとある種の謡嚢リストに関

しては呼気流量の相対的な比率に関して3頭対立が確認された謡彙もあったけれζも、

ある条件にある謡嚢リストでは鼻膣からの呼気流量芯げで弁別できなかっだ。また3項

対立が確認され淀謡彙にしても撮音寺有声音を持っ語彙が漢語、外来謡、動詞キタとい

った謡繋に限定きれていた。っまり謡中の位置での3項対立が相対的な3段階の鼻腔か

らの．呼気流量の塞として鶴に保証されているわけではなかった。またこれ豪で一部の謡

嚢はおいて前鼻音化音があり、ネィティヴの調音意識においても普適の轟音の半分であ

るといっ走事棄を銘り所にして一音索解釈が荏されてきたけれども、闘き手の鰯に立っ

だ聴覚印象について禽及してこなかったように思う。そこで今固の案験をふまえて聴覚

葵験をする必蟹があるであろう。その貝体的な方法は合成音声を使って鼻音部分を長く

し淀り短くし淀りしてネイティプがどう闘き分けるかを調べること1である。宰いコンピ

ュータソフトを使えぱ、現在かなり自然な形で合成音声を作ることが可能である。現在

岩事方蕾にっいて聰覚実駿を進めている段階である。

　最後淀東北方菖はシラピーム方雷であるということと1語中の有声化及ぴ前鼻音化現象

はあ豪り同一次元で輸じられてこなかったように懸う。本研究はこの2っの音額現象を
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子音連続として解釈することにより同一次元で論じようとするものである。このように

音声機器の発違に伴って、従来の方書研究から脱却して、より多角的視点に立ってもう

一度通説を捉え薩す必要があるだろう。
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PhoneticFeaturesof㌔’ocaユizationandP川舳aユizati（jnofIn亡ervocalicStops

i河thc＾k1t．ヨDia／㏄tasRevea1edbyF｝舳一Msa1itygraph．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11ideyukiInui

　　　There　are　two　we11　known　characteristics　of　亡he　Toho生u　dia1ect．　T11e

firstisthe‘4〃〃∫〃o〃3θ川1（speciaユsyユユab｝e）ofthedia1ect，whichis

shorterthanthatof　StaΩdardJapanese，andthesecondistheexistenceof

prenasa！izedintervoca1icstopswhi（二hcorrcsp㎝dtothevoicedintervoca1ic

stopsofStandardJapanese，TypoユogicaUy，thereisnoevid㎝㏄forthe

exisi．e㏄eofa！anguageinwhichpユai：】voicedstopsaηdprenasa｝izedstops

aresetinphonologicaユ’opposition．Ifprenasa！izedslopsareinterpretedas

cユusters，thesetwocharacteristicsofthcTohokudia1ectcanbehand！ed㎝

the　samedユmension．

　　　　Thjspaperexalminesthephysユoユogica〕eaヒヒlresofthenasa1izationof

ユntervoc汕cstopsintheAkitadユalecい．ユs王ngFlo昨Na舳1itygraph．TheF1ow－

Nasa1itygraphisadevicewhichmeasuresa打一flowfromtheoraユandnasaユ

CaVjtieS．

　　　　Tho　method　used　is　described　beユow．

　　　　Theinformantwasa28－yearo1dma！e卵eakeroftheAkitadiaユect．The

examinaい㎝consistedoftwostages．Thec㎝蜘onphysioユogicaユfeaturesof

StandardJapaneseandtheobviousphysiol，ogicaユfeaturesoftheTohoku

dia！ectwereexa服主rIed之1si㎎F／ow－Nasa1itygエ・aphir1thepre！i汕1aryaΩd

sec㎝darystages，respectively．Theinformantwasaskcdtopronou珊㏄

contras亡ingpairsofwordsc㎝tajn主ngvoicedandprenasa1izedintervocaユic

stopsandnasa／－p1us－voicedstopc！ustersdjrect1yintotheF1ow－Nasa1itygraph

andthere舳1tswere㏄mparedwithsoundsrecorded㎝digitalaudiotape（DAT）．

　　　　Experimenta！resu工tsshowedthaいnso蘂1econtrastingwordpaj．rsthe

a三rflowfro蘂1thena舳1cavityincreasediIitheorderof［dl一［ndl■Ndl，b1lt

thes舳cLendencycoll！dr1otbcfoundinol．herPhone’いc㎝viro㎜ents、
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